
【信州の木活用課】

１　必要性・独自性 【基本方針活用事業より】

・

・

・

２　目指す成果・成果目標 【基本方針活用事業より】

・

・

【取組により期待される効果】

３　事業の概要

・

予算額：千円

４　見える化に向けた取組、取組の継続性、他地域への波及効果等

・

《事業イメージ》 

地域リーダー人材 150人
(～2022年度累計)

山村ビジネスにもつながる地域リーダーや里山維持管理人材の育成により「里山整備利用地域」での
継続的な運営、取組を担保するとともに、自立的な活動を促する。

維持管理人材 4,500人
(～2022年度累計)

・リーダー対象者への研修会
・地域で行われる安全講習会
への講師の派遣

- 2,621県

里山整備利用地域リーダー育成事業

持続的に地域の森林を適正に管理していく体制構築のため、里山を管理・利用する地域活動のコー
ディネートや技術指導（安全対策）等を行う人材、地域の里山を維持管理する人材を育成します。

自立的・持続的な森林管理を進めるため、森林の整備や多面的利活用を推進するリーダーや、多くの関係者を
コーディネートする人材の育成が急務。

地域リーダーの育成 概ね150人程度（里山整備利用地域150地域程度に各１名）/5年間

事業内容 事業主体 R2年度 事業計画及び目標 補助率 予算額

森林への期待や利活用の形態が多様化している現状において、NPOや自主的な森林づくりに取り組む方々など
森林づくりに関わる人々の力の結集が必要。

地域住民等の協働作業における安全性を確保するための技術講習等を行うことが必要。

森林の整備利用に携わる人材の育成 概ね4,500人程度/5年間（里山整備利用地域150地域程度×
30人）

・新たな里山活用モデルによるの地域活性化

・参加者の豊かなライフサイクル・交流の場づくりによる総合的な地域力向上

安全講習木育活用の研修

座学研修

地域の森林を活用した研修
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